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写真で見ても、かんなはヨカンベエ
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堀越千秋

　世の中には色 な々職業があるものだが、僕が最初に就い
た仕事はコピーライター。広告用の文章を書く仕事だ。
　その会社は僕が入った頃はまだ弱小だったが、群馬の
方にはおなじみのスバルのコマーシャルを専門につくってい
る、ちょっと特殊な広告代理店だった。
　その頃、自動車メーカは今の燃費競争と同じで、どこも
排ガス対策競争に追われていて、スバルはこの排ガス対
策にいち早く画期的なシステムを開発した。そこで、僕は
このシステムを載せた最初の車を世に売り出す広告コピー
を担当した訳だが、この時に僕は、怪人二十面相を新聞
やテレビの画面にドンと出して「信じられるかね、明智君！」
と言わせるコピーを書いた。これが思いがけずヒットして、
スバルはまたたく間に売り上げを伸ばしたのだが、これを
知った当時の広告業界の大御所が吐き捨てるように言った
言葉が今も忘れられない。「信じられるかって！　信じら
れんよ、こんなコピーひとつで車が売れるなんて！　世も
末だ！！」ってね。
　大御所にしてみれば、自分たちが営 と々築いてきた（上
品な）「広告文化」を、こんな若造のおチャラケた広告コピー
がかき回すなんて、許せん！という気分だったんだと思う。
若い者は頭の上の黒雲を払って自由気ままにやろうとする。
年寄りはそんなんじゃダメだと旧弊を守ろうとする。この争
いはいつの時代でも、どの世界でもきっと同じなんだろう
なと思う。
　そしてこの広告代理店で仕事をしているときに、僕のチー
ムにオオタ君という一人のコピーライターが入ってきた。全
体にボーッとした印象の男なのだが、中味もそうで、広告
文を書かせても全くだめだった。いくら言っても糠に釘とい

うやつで、ちっともよくならない。使えないのだ。
　それでも時代がよかったのか、その会社には他にもそん
なのが何人かいて、それぞれ適当に務めて、ちゃんと給料
をもらっていた。
　それから 2，3 年した頃、そのオオタ君が僕を会社の暗
室に呼んで「写真を見てくれ」と言う。それが何の写真だっ
たか、何か花の写真だったと思うのだけど、でも結構いい
写真だった記憶がある。要するに彼は会社では仕事をせ
ずに、そうして自分の写真をせっせと撮っていたみたいで、
それから度 、々例の暗室に呼ばれて写真を見せられた。ど
れもなかなかいい。先輩のデザイナーもほめる。益々会社
には身が入らず、写真ばかりになっていったようなのだが、
実はその頃、僕自身がその会社を辞めて独立したものだか
ら、その後のオオタ君がどうなったのかは知らなかった。
　それがある日、独立した僕の事務所に彼がやってきて、
写真集を出版したから見てくれと言うのだ。いくらいい時
代とはいえ、これには僕もびっくりした。いきなり写真集
かよ！と。ところが、その写真集を見てもっとびっくりした。
　地面に散り積もった、ただの枯葉をほぼ原寸サイズで
撮った写真なのだが、枯葉ってこんなに美しかったのか !!  
というストレートな衝撃があった。命を終え地に落ち、今
まさに朽ち果てようとしている、ある種の暗さを持った極め
て地味な写真なのだが、それが美しい。思わずひきこまれ
て見入った。
　「あなたは人がきれいだというもの、世間がきれいと認
めたもの、そんなものだけが美しいと思ってやしませんか。
ちゃんと自分の目で見ていますか。人が見つけたものを後
追いして、やれきれいだ、やれ美しいと、お追随で言って

るだけじゃありませんか。あな
たの足下に、あなたが簡単に
見過ごしているものの中に、美
はあるんですよ。ほら、自分の
目で見てごらんなさい」。オオタ
君にそう言われているような気が
した。
　遅ればせながら、それから僕も 少しはものをよく
見るようになった。足下にあるもの、身近にあるもの、当
たり前に存在しているもの、そういうものをよく見るように
なった。
　下の写真は僕が神泉の畑で撮ったものだが、ただオオ
タ君の真似をして撮った写真に過ぎない。所詮はただの二
番煎じ。オオタ君のオリジナルには到底かなわないのだが、
彼が教えてくれたことをもう一度思い起こしてみるために掲
載した。オオタ君とは、写真家・美術家として活躍するオ
オタマサオ君の若き日のことである。

オオタ君が教えてくれたこと
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写真で見ても、かんなはヨカンベエ

アフロ三兄弟

　今回はちょっと趣向を変えて、最後の 1ページを除いてなるべく多くの写真を使って、かんなのヨカン
ベエトコを見ていただこうと思った。というのも、当初から本紙はなるべく写真を大きく、沢山載せたくて紙
面を大きくしたのだが、いつも載せたい写真が沢山残ってガッカリするのだ（文字も多すぎる。ついついあれ
も書きたいこれも書きたいでね、反省）。だから心おきなくというのは無理にしても、一度、一大写真新聞に
してみたかったのだ。
　で、何日も何日もかけて写真を選んで、そこからまた何
日も何日もかけて厳選してみたらば、それでも 849 枚もあ
る！　わが村新聞は全 8 ページだから1ページに100 枚
載せてもまだ 49 枚も残る計算。参った。がしかしそれだ
け、読者のみなさんに見ていただきたい写真がいくらもあ
る、ということでもある。やはり我がかんなの里はヨカン
ベエ！と見直した次第。
　さて、本文ではずいぶん口うるさいようなことを書いた。
また、よそ者が偉そうに余計なことを言うなと怒られるかも
しれない。でも実はこう見えて、僕は真剣なのだ。次の世
代の子どもたちに少しでもいい形でこのかんなを引き渡し
たいと、本気でそう思っている。
　もちろんかんなには、以前から変わらず、ずっと強い情
熱を持って活動を続けておられる方が何人もいる。きっと
いい方向へ進む。今はそう信じている。（ふどし）

 　神泉（というふうに旧名で呼びたいほどに美しい名
前だ）の仮寓の庭にイスを出して、午前の陽を浴びる
幸せよ。
　ここにすわって都会の人に電話をすると、「ほりこし
さん一体どこから電話しているんですか？　うしろに
鶯が鳴いていますよ」と言われて、誇らしい気持ちに
なる。まるで楽園から呑気に電話をしているようなも
のだ。話の内容は、借金未返済の弁解なのだが。
　座っているだけで幸せになる場所を思い出すと、ま
ずスペイン南部のアンダルシアだ。
　初夏の風通しの良いベンチやカフェテリアに座った
りしたら最後、もうニコニコしてくる。通り過ぎる人々
を眺めてビールなどすすっていると、時間を忘れるの
である。町の人々や村人たちも、同様に座りこけて、
雑談に笑ったり、しんみり青空を見上げたり、きれい
な女性が通るとじっと見送ったり、何やら称讃の声を
掛けたりしている。
　東京という町は、間違った町で、ベンチがない。昔
はあった。しかし、64 年のオリンピックや、70 年安
保のデモや学生紛争などを経て、なくなっていった。
つまり、広場や公園に人々が集まるのを警察や役人が
きらったのである。毎日のように沢山の人々が集まっ
て、ベトナム反戦集会やフォークソングの集いなどを
やっていた。新宿西口地下広場は、「地下通路」と改
称された。「通路」であるからベンチは不要である。
　公園にあるベンチは、ホームレスが寝るからという
理由で、全て取りはらわれた。役人が管理しやすいよ

うにしたのだ。ホームレスが寝ていると近所から苦情
が出る。それを追いはらうのは役人だ。それが嫌だか
ら、役人はベンチをなくしたのだ。
　人々はベンチを必要としている、年老いて足が痛く
なる今日このごろ、まちを歩くのにベンチは必須であ
る。万人は年を取り、ベンチを必要とする。だから、ヨー
ロッパはベンチだらけだ。なのに、東京をはじめ、日
本中には実にベンチがない。
　地方は東京を真似るから、ベンチがない。
　上野公園には多少のベンチがある。しかし上野公
園はホームレスのメッカ、昔は青テント村があったくら
いだから、ベンチは、なるほど、ホームレス諸氏に占
領されていた。
　役人の怠慢である。ベンチは庶民一般のものであっ
て、特定の個人のものではない。ホームレスであろう
が安倍首相であろうが、一人が占領してはならない。
それを追い出すのは係の役人の仕事である。なのに、
役人はそれをサボって、実に座りにくいベンチを考案
した。一人分ずつのひじかけを作りつけて、横になれ
ないようにした。まあ、そこまでは良いとしよう。しか
し、日本の役人というものがいかに底意地悪く、庶民
というものを見下して、虫けらのように考えているか、
ということを証明するかのようなベンチを、彼らはよく
もまあ作った。村人よ、上野公園へ見に行って下せえ。
そのベンチは、座面が凸面になっており、それが前傾
しているのである。つまり、一見フランス風の、鉄と
木で出来た優し気な顔をしているのに、座ってみると

腰はズルズルと前の方にすべって行く。つまり長居は
できない。どころか、実に不快で、5 秒以上は無理だ。
日本の、東京の「お・も・て・な・し」だ。
　そんなエセベンチ、おためごかしベンチが、不忍池
のまわりには並んでいる。見るたびに頭に血が上る。
　日本は、まだまだ、役人が「上」にいて、庶民を管
理して当然だという意識がある。
　この美しい、神泉と鬼石の里から、そんな馬鹿な錯
覚を壊そうじゃありませんか !?　いやいや革命を起こ
そうなんって、めっそうもない（笑）。それよりもっと
いいアイディア！　町にベンチを置いて、鬼カフェさん
はもとより、各食堂さんは、店の前にひとつふたつ、
丸テーブルとイスを置いてやってくれませんか？　青空
の下で、お茶を飲んだり、ビールを飲んだり、ラーメ
ンをすすったり、出来たら、どんなに素敵じゃありま
せんか ?!
　そう！まるでアンダルシアみたいに！
　こんな美しい村に、皆の衆、津波がどうやって海か
ら上がってくるでしょう？
　今、安倍が、憲法を無視して、人工の津波で日本
中を飲み込もうとしています。我々庶民は、虫けらじゃ
ありませんよ。
　「やるときはやらにゃ！」なんて、戦争はお祭りじゃ
ありません。人殺しですよ。
　お昼の平和なチャイムを聞きながら、考えます。平
和とは戦争を絶対しないことです。ベンチやカフェテ
ラスは、平和の味わいです。それをひたすら祈ります。

美しきアンダルシアと
神流川

本紙制作費の一部に公益財団法人トヨタ財団から助成をいただいています。

神流風土子主筆

堀越千秋

サイズこそミニだが、四隅に柱が建ち、勾配のついた屋根がかかり、

壁板が張られたらば立派な小屋建築。子牛の６軒長屋は一体成型の

ドーム建築だ。

ミニ小屋特集



夏
んたちとひとつテーブルを囲む、そんな旅を楽しんでいる
のだ。そうして旅を楽しんだ後、彼らはインターネットで品
川宿での愉快な体験などをおしゃべりするように書き込む
のだ。するとこれを見た世界中のバックパッカーが、今度の
夏休みは日本へ行って、この品川宿というまちにも寄って
みようと、ざっとそんな流れが出来上がっているのだ。
　もう少し書くと正直なところ、品川宿に何か特別な見物
があるか、特別な観光プログラムがあるかといえば、そう
いうものは全く皆無と言っていい。あるのは、東京の古く
からの下町の雰囲気がそのまま残っていて、寺の縁日や、
神社の祭りや、商店街のにぎやかしや、おしゃべり好き
でちょっとお節介なおっさん、おばちゃん、それからごちゃ
ごちゃ入り組んだ路地や、寺町のたたずまい、といった、
半世紀前までは東京のどこにでもあったものが、まだそ
の残り香をとどめている、そんなまちだ。
　そのまちの小さな宿に、世界中から若い旅行者がやっ
てきている。これは紛れもない事実だ。
　これを発想し、そして行動に移したイガグリ君は、自
分自身もバックパッカーとして世界を旅した経験を持つ。
その経験から、ここ品川宿でもそういう宿（バックパッカー
の宿とか、ゲストハウスなどと呼ばれる）をやれば、必ず
客は来ると、彼はそう踏んだのである。そしてそれは見事
に的中した。

水辺はどこでもBBQ

川遊びはこの里山での一番の楽しみ。特にかん
なの人たちはバーベキューが大好きだ。休日と
もなれば、トングを持って全員集合！　家庭の
バーベキューセット保有率は日本一？

万場（神流町）では 800 匹もの
鯉のぼりが、神流川の上空を泳ぐ。
夏はもうすぐそこまで来ている。

Summer

かんなヨカンベエ
３度でも何度でも、キナイ！



かんな
ヨカンベエ

春

イガグリ君が教えてくれたこと

　ここでひとつ、僕が平成３年からまちづくりでかか
わっている東海道第一の宿場町・品川宿での事例を
紹介したい。
　あれは僕らが活動の拠点としている「品川宿交流館」
を開館して間もなくの頃だから、６年くらい前のこと。
僕とこのまちづくりの会の会長とが、その交流館でい
つものように無駄話をしていると、そこにイガグリ君み
たいな若者が現れ「ここは元の宿場町ですよね」と、
妙な念の入れ方をしてから「僕、ここで宿屋をやりた
いんですけど」と切り出した。きっかけはそんなこと
だったのだけど、まずは町内の古い木造アパートを借
り受けてスタートしてみたら、ということになって、で
は保健所に届けをとイガグリ君が出かけてみると、そ
の保健所の担当者から廃業届が出ているビジネスホテ
ルがあることを知らされ、これがまた我々の会の会長
のよく知っている人の持ち物で、トントン拍子で話が
進み、イガグリ（本名は渡邊崇志）君はあれよあれよ
という間に 14 室の宿を経営することになった。
　現在この宿はほぼ 100％の稼働率で、大変に繁盛
しているのだが、廃業届けを出していた旅館が何故に
繁盛宿へ変身したのかというと、それは彼、イガグリ

君が経営の視点をスパッと切り替えたからに他ならな
い。つまりそれまでのこの宿は、かつての宿場まちの
流れのままに、中・長期滞在者のための安い宿を売り
にしていて、個室と 4 人部屋からなり、全室畳敷、ト
イレも風呂も共同というものだった。これをイガグリは
旧態依然とした設備をそのまま残して（何せ改装する
資金など持っていないから）、お客の方を切り代えた
のだ。
　つまりそれまでの日本人ビジネスマンではなく、外
国人バックパッカーのための宿にしたのだ。バックパッ
カーというのは、極力荷物を減らし、小さなバッグを
担いで旅する人たちだ。2 週間とか 1 か月とかの長期
休暇を取って、通り一遍の観光ではなく、その国の文
化を日常的な生活レベルから楽しもうと、彼らは、ホ
テル代に高いお金は使わない。それよりも安い宿に泊
まって、その土地の暮らし、文化に直に触れることを
望んでいる。だから日本に来たら西洋式のホテルでは
なく、畳にふとんを敷いて、風呂は銭湯へ、という体
験に心をときめかせているのだ。
　実際、品川宿にはヨーロッパ、アメリカ、中国、東
南アジア、ありとあらゆる国から旅人がやってくるが、
初めて知り合った人同士が仲良くひとつ部屋で雑魚寝
し、銭湯でひと風呂浴びたら、居酒屋でまちのおっさ

梅、桃に始まり、カタクリの花が雑木林を
薄紫色に染めると、すぐ追っかけて桜、ミ
ツバツツジ、ヤマツツジがあちこちで花開
き、里山は春爛漫となる。

Spring

かんなヨカンベエ
３度でも何度でも、キナイ！



桜と紅葉が同時に楽しめるのは、ここかんなが日本唯一。
気温は一年を通じて東京とほとんど変わらない。降雪の回
数も量も同じようなものだ。ただ朝晩の冷え込みは夏冬共
に、東京よりもきつく感じる。その分、夏は過ごしやすい
ということになる。

海外の 100 人超のアーティストが今、
かんなに注目。

　とここまで読んでいただくと「なんだ、それは今
キールがこのまちでやっていることによく似ている
じゃないか」と気付かれると思う。そう、一昨年、キー
ルが実験的にアートレジデンシーを始めた時には、
かんなに来てくれたアーティストは７名だった。それ
が昨年は 14 名になり、今年
は実に 20 ヵ国 40 名にもなる

（実際には 100 名を超える応
募があって、その中からキー
ルが 40 名に絞り込んだ）。
　では、この 100 人を超える人たちはなぜ、どうやっ
てこの関東の外れの過疎地に目を向けることになっ
たのか。
　それは皆、インターネットの力なのだ。
　一昨年、昨年、このまちでのアートレジデンシー
を楽しんだアーティストたちが、インターネットに自
分の体験を書き込んでくれて、それを読んだ世界中
のアーティストが反応して、世界の各地から、今年
はさらに多くの人たちがこのかんなを目指して足を
運んでくれているのだ。
　しかもアートレジデンシーに来るゲストは、単な
る旅人や観光客ではない。
　彼らは１ヶ月程度この地に滞在し、この風土に触
れながら日常生活を過ごす人たちだ。この地域をた
だ通過してしまう旅人、観光客とは質が全く異なる
のはお分かりいただけるだろう。
　もしも今年もアートレジデンシーが順調にフィナー
レを迎えることができて、こちらサイドの受け入れ
態勢さえ整えることができれば、来年は 100 人を超
えるアーティストを呼ぶことも可能だし、さらにこれ
を２倍、３倍と伸ばしていく可能性も、僕らはもう
手に入れているのだ。キールがこの地で始めたアー
トレジデンシーは、これはもう立派な一つの産業と
いっていいい。今これだけの外国人を呼べるまちが
どこにあるだろうか。皆さんはこの事態をどのよう
に受け取られるだろうか。

過疎の資産を宝に .

　僕はこれからの日本は、過疎地にこそ可能性が
あると考えているが、それはただのへそ曲がりで
言っていることとは違う。

　何しろ過疎地には人が出て行ってしまった空き
家、空き耕地があるし、現場から片足を抜いて時間
的に余裕のある空き人間もいる。これにキールのよ
うなやる気のある若手が入ると、これをおもしろがっ
て、いろんなジャンルの人間が遊びがてら手伝いに
来て、この動きをインターネットに乗せると、この地
域の活動がたちどころに世界中を駆け巡って、これ
をまたおもしろがる人間たちを呼び込む、という連
鎖が続いていくのだ。

すぐにも着手したい交通問題

　しかしこの地域には問題もある。
　僕は今、鬼石の中心地の中程、メインストリート
に面した家の２階をお借りしているが、今（午前 11
時）も眼下の道をジャリを満載したダンプカーがか
なりの騒音でひっきりなしに通過して行く。中には
ジャリ搭載車輛を２輌引いていくトレーラーもあっ
て、これが来るとさらに地響きを伴う。
　２車線の道幅は決して広くないから、ほとんどは
黄色のセンターラインを踏みながら走って来る。し
かも市街地、それも街の中心地だというのに速度
制限は（歩く人が少ないせいか）40km/h！　なん
と本庄まで畑中を往く462 号線と一緒だ！　こん
なことは信じられない。これはいつ事故が起こって
も不思議がない、相当に危険な状況だ。
　事故が起きてからではなく、今すぐにできること
がある。それはまず、制限速度を下げることだ。こ
の道幅と市街地（通学路）でもあることを考えれば、
まちの人たちが安心して道を歩けるのは 20km/h
が適切だろう。そしてただ下げるだけでなく、当面、
20km/h 制限が浸透するまでは、徹底的に取り締
まることを忘れてはならない。
　もう一つは少し時間はかかるが、すでにある東と
西のバイパスをうまく使って、市街地への大型車輌
の進入を禁止することが、次に打つべき手だ（バイ
パスは本来、それが目的で造ったはずではなかった
のか！）。
　そして究極は、このメインストリートのアスファル
トを全部剥がし、土と草の道に戻して、馬と馬車、
自転車（補助モーター付き）とリアカー、そして歩
く人のための道に戻すべきだろう（各家、各店の車
は裏から出入り出来る）。もしもそれができたら、
このまちは日本一、いや世界一、人の心に響くまち
になるに違いない。

北関東というと雪のイメージがあるかもしれ
ないが、かんなは東京と変わらない。空気の
澄むこの時期は里山歩きのベストシーズンだ。

新緑が美しい森は紅葉も美事だ。多様な樹種が混交するこの
辺りの森は、生きるものみんなに幸福をもたらしてくれる。



鯉のぼりの里、万場では昨年末か
ら冬も楽しんでもらおうと、神流
川周辺で鯉のぼりをテーマにした
光のイルミネーションを始めた。

秋冬
Autumn  Winter 

かんな
ヨカンベエ



八塩温泉は早くからポピーやア
ジサイなど、花の里づくりを進
めている。八塩館の堀口さんは
植物全般に詳しいが、冬桜やか
んな一帯の花の里づくりには、
並々ならぬ情熱を注いでいる。

子どもたちとの約束を
本当に守る気があるか

　もう一つは下水道だ。
　川をきれいに！という看板はあちこちで見かけるが、
まずやるべきことは看板ではなく下水道の整備だろう。
多くの資金が必要なことはよくわかる。でもあちこちで
のべつ行われている道路工事の資金を考えれば、後
はやる気だけの問題だと僕は思う。それは川をきれい
にしたい気持ちが、その本気度がどれほどのものかと
いうことであり、さらに言えば、つまり大人が子供た
ちに対して嘘をついていないかという、究極の教育問
題に行き当たるのだ。下水道の不備に目をつむったま
までは、子どもたちが誇るべき郷土の川について、僕
ら大人は語る資格はない。
　この地域の何よりの最大の宝物は、四囲の山々と神
流川、三波川が織りなすこのかけがえのない自然であ
り、そしてそこで育つ子どもたちなのだ。
　下水道の問題は本気で取り組んでほしい。お隣の神
川町渡瀬地区の下水道施設を勉強して、見習わなけれ
ばいけない。

まちの歴史を伝える
古い建物は、宝物

　この地域の古い建物は、きっと
みなさんにとってはあまりにも身
近すぎて、価値が見えなくなって
いる、気がつきにくくなっている
物の一つだろうと思う。
　NPO きぬやの会は、絹関連の
商家建築で築 100 年になる「きぬ
や（旧植村邸）」の保存をきっか
けに、鬼石や神泉、東京の在住
者が集まって２年前に設立した。
　この会の目的の一つが、歴史
遺産である古民家を一軒でも多く
残し、かつての宿場町の雰囲気、
この地域らしさを残していくこと

にある。
　そこで、建物もただ残すだけではなく、世界中の人々
のアート活動によって、この古民家を使い、活かしな
がら保存していってはどうかと活動をしている。
　もしも今現在、空き家をお持ちの方があったら、建
物は壊すことよりも、活かして使うことをまず考えてい
ただきたいと思う。そしてぜひ NPO きぬやの会にご
相談いただきたい。おそらく空き家の持ち主の方の一
番の気がかりは、家の中の荷物やゴミだと思う。どこ
から手を着けていいかわからない、多分そんな状況だ
と思う。でも家は使わなくなればすぐに痛みが始まる。
きぬやの会のメンバーでもあり日本の古民家建築の専
門家であるアダム（カナダ人のくせに！）に言わせると、
それは日本特有の湿気のせいなんだとか。閉めっきり
にしていると日本の家はすぐに腐り始めるそうだ。そ
うなる前に、活用しながら残していく方法を提案させ
ていただきたい。ゴミや荷物の片付けも含めて。
　実際、この地域で家を借りたいと思っている人は何
人もいる。借りたいと思っている人と、貸したい、使っ
て欲しいと思っている人とを結びつけること、それもき
ぬやの会の大事な仕事だと思っている。

まちのたたずまい、
景観にもっと気持ちを向けよう

　さて、古民家を含むこの地域の景観は、四囲の自
然と同じように、この地域の歴史が築き上げてきた大
切な宝物だ。それはかけがえがない。ほかのどの地
域にもない、この地域ならではの個性なのだ。
　しかし残念ながら、今まちの中には駐車場ばかり
が増えている。建物が壊され、その跡は駐車場という
パターンが繰り返されている。もちろんそんなに多くの
駐車場の需要はないから、大半は空き地のまま放置さ
れ、草が生い茂っている。
　駐車場（空き地）が困るのはそれによってまち並み
が崩れ、まちの景観が失われることだ。まちは一軒
一軒の家、商店、事業所の建物、その連続で出来上
がっていて、その一つ一つが、まちのたたずまい、雰
囲気、このまちらしさを形成する上で欠かせない存在

なのだ。そうしたこの地域の景観を形成するとても重
要な建物の一つ、加藤金物店が今年の５月に、隣家
の鬼石タクシーとともに焼失した。持ち主の方には大
変お気の毒なことだったが、この跡地がどうなるのか、
それはまちにとってとても大きな心配事だ。建て直し
が難しいことはよくわかるが、ただ駐車場だけはやめ
てほしい。
　この地域で一番立派な建築物である金沢医院の隣
地でもあり、藤崎摠兵衛商店の真向かいでもあり、な
んとかこれまでの街並み、景観に沿った活用を考えて
いただきたいものだ。新築は無理であれば、せめて、
今後の意義ある活用が決まるまでの過渡的な処置とし
て、名物の冬桜やカタクリ、あるいはアジサイなどの
苗床といった、そのような活用方法はいかがだろうか。
　情緒や風情が失われていくことは、この地域にとっ
て大きな損失だ。この土地らしさ、歴史が築いてきた
まちの個性が失われ、どこにでもあるよそのまちと同
じ表情になってしまっては、もう誰からも見向きもされ
なくなるだろう。そうなってしまってからでは取り返し
はつかないのだ。
　先ほど触れた品川宿には、27 年間続いているまち
づくり協議会があって、まち並みの修景や東海道の石
畳整備や、若手の活動の場づくりなど、ハードとソフ
トの両面にわたって古き良き宿場町の面影を後世へ引
き継ぐ努力をしている。そのためにまちづくり協議会
では、品川区の支援を受けながら品川宿独自の景観
計画を作成して、江戸時代以来変わらない東海道の道
幅や、その沿道のまち並みの維持管理に毎年、相当
の人材と資金を投じている。
　冒頭に書いた通り、身近な物、当たり前の存在になっ
ている物、自分が生まれ育った地域の中にあるそれら
の物の、本当の価値を見出すことは、案外難しい。
　しかしこの地域には有形無形、誇るべきものが多
い。それは先人たちが今を生きる私たちにきちっとバ
トンタッチしてくれたからに他ならない。そしてその宝
物は次の世代へきっちり引き渡さなければならないわ
けだが、さてその時に、目減りしていたのでは格好が
つかない。いくらかでもよりよくして引き渡したい、そ
れが今を生きている世代の責任ではないだろうか。

かんなの
呼び名

　藤岡方面（北）から鬼石／阿久原（南）へ向うと、浄法寺と新宿の交差
点あたりから東の山と西の山が急に迫って来て、神流川を挟んだ東西の平
地がギュッと絞られる。その幅 300m位だろうか。こういう地形を谷口と
いうらしい。
　ここから北の下流域は肥沃な平野が広がり田んぼができるが、南の上流
域は神流川の河岸段丘がつくる小さな盆地（谷口集落）で、田んぼは無理
という、そういう境目でもある。米ができるかできないか、これは生活圏
を大きく分ける。
　本紙で「かんな」と呼んでいるエリアは、この米が採れない小さな盆地
を指している。
　ところがこの小さな盆地も大きな問題を抱えている。それは神流川の流
れの真ん中に群馬と埼玉の県境線が敷かれているために、この盲腸のよう

な小盆地が何と、藤岡市鬼石と児玉郡神川町とに分割されているのだ。
　大昔から人々はここをひとつの里山、ひとつの生活圏、文化圏として暮
らして来たわけだが、残念ながらこの小盆地を表す地名がない。地名は行
政が仕切っているから、行政区が分かれれば地名も分かれる。
　ごく最近、鬼石と神川町の観光推進は、行政区の別なく共に手を携えて
やりましょう、ということになったようで、ではこの地一帯をどう呼びま
しょうか、と議論があるようだ。みんなが意見を出し合って、ここはひと
ついい名前を付けたいものだ。その結果によっては、本紙のタイトル「神
流風土子」も変更を考えなければならないかもしれない。

峰乗馬クラブ（左）では、
競技馬術や外乗が楽しめる。

釣りはもちろん、乗馬ができる、陶芸ができる、桜の里もあり、ブルー
ベリーの摘み採りもあるといえば、それだけで充分な観光資源とい
える。問題はそれを誰が、どのように運営するか？だ。
かんな馬の会のまこっちゃんが今、乗馬トレッキング（馬に乗って
周囲の山や森に分け入る）を企画中。楽しみな活動がまたひとつ、
始まろうとしている。

かんな一帯の人口と世帯
（平成 27 年 7 月 1 日現在）

釣りはもちろん、乗馬ができる、陶芸ができる、桜の里もあり、ブルー
ベリーの摘み採りもあるといえば、それだけで充分な観光資源とい
える。問題はそれを誰が、どのように運営するか？だ。
かんな馬の会のまこっちゃんが今、乗馬トレッキング（馬に乗って
周囲の山や森に分け入る）を企画中。楽しみな活動がまたひとつ、
始まろうとしている。

●峰乗馬クラブ	 http://www3.hp-ez.com/hp/
	 mine-horseclub/
●かんな馬の会	 http://www.kanna.info/uma/　

   藤岡市鬼石	 5,756 人	 2,353 世帯
   神泉総合支所管内	 1,028 人	 468 世帯
   多野郡神流町	 2,125 人	 1,035 世帯
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辻々の祠が道ゆく人の安全を守り、屋敷神が各家の
平穏を守っている。ありがたき里だ。

昨年 11 月、有氏神社のはだか祭りは今回をもって終了
のおふれが出た。氏子の方々にとってはさぞや苦渋の選
択だったことだろう。でもこの地は捨てたものではない。
いつの日かこの伝統ある祭りも、かんなを愛する人たち
によってきっと再開されるに違いない。

かんな
ヨカンベエ

手づくり市から始まった春と秋の「お散
歩フェスタ」も、地域の恒例イベントと
してすっかり定着して、遠くからも多く
のお客さんを呼んでいる。

人々Peaple

神流町でがんばる若手が古くから
の炭焼き釜を守っている。


